



富 山 哲 夫
紙の上で しか南極観測を理解 していなかった筆者,そ
れが4か国の南極本部を視察 し,また昭和基地附近の体








印象 として残っている.南極においては,広 大で,し か
























やリー ドが少なく 「ふ じ」は リュツオホルム湾の入口に
たどりつくのに毎年苦労をなめている.また夏期は基地
周辺の定着氷がとけ始めるので,大 陸や沿岸の調査はヘ







海氷域海水の第1次 生産力,海底有機物の量 お よび 年
代と海底資源 との関係など海水域に関 して,気 象学,雪
氷学,地 学,海 洋学,生 物学,地 球化学などの学際的研












である.(筆 者:東 京水産大学名誉教授,南 極地聚観測
統合推進本部委員)




一 第16次 越 冬 隊 の 近 況 一
策15次越 冬隊 に 交 枠 し,昭 和)S-J也の運 営 裳務 をり「き継
い だ第16次越.冬隊 が2JJ20[.1に成1ヒし,現(iitet冬観}則に
入 一.)てい る.第16次 越 冬隊 は ま ボ隊 員 の保'Xl　k・t　v,iの.一つ
と して,「.東予 ング ル島 」を全 ほ で 周三遊 し,昭 和 脹」也周辺
の地 形 を理 解 周知1こつ とめ た,今 頃 の 季節 はIr増 しに 日
照 時 間 が 短 くな 眈 「く〔温 も.ドが り1まL.グ)てドブ).仁 ドに
見 舞 れ る 天候 であ る.E".い秋 の到 来に 居 地1、lj辺に も衛生
氷 がL,Lられ,い よいitこれか らが越 冬生 活 の 水 苗で あ る.
`;!1:」問 に;;1画さ?し.こい た 観 測 ,設 営 等.」.ぺ.こlll∫{調に{1冬
了 す る こ とが て.きた.と くに心 配 され て い た航 空 機 を啖
っ ての 航 空 「'i!1t/cよ,好天 を十 分 に 利川 し,リ..ノ.1.ホ　ttレ
ム 湾,宗.谷 海 岸 のy}ξ岸 地 域 で の 撮 影 をほ ぼ終 ゴ.地 図作
r友の た め の 貴 亜な 資 宇'トを得 る 二 と呂:でき た.
3月28[「に:よ,と.,つき[「;甲まで.の}ii云氷 ル ー1・が 充1成し
た パ1・ ・1返り台 まで の 」レー トや,[]i'{IITJ,"地と大陸 を結 ぶ
最 短 ル ・ートで あ る(Fo)は,3月]:旬 か ら悪 ノごllケ1が続 い
た たY)、 こ.ノ望1め}・t.ジ〉 ング ホ.プ..・..;こカ・:ナ.:1判ノlq酊とな.)
て お:」結 氷 のri!f期ま らの状 態 て1ある が,内 陸 調 査の 準lni
は 蔚'ごと進 ん.でい る..1上地 沿 岸1よ小'}`!雪ヒ.中:て.の調.査が
.:r1能で あ り,生 物 ,医 学,地 理 の(手部 門 の開 戸{が行 われ
て い る.　JIV世内 で グ)観測 に は,引 き継 ぎ初期 に お こ1)が
ちの トシ.プルが 多 少(.1,ある も の の 概ね1順調iこ続 け られ て
い る.憂ll:1〕間 に 得 られ た測 地.地 理,地 質.生 物 皮 び地
f求化..;ごゼ.奪各1「["1[`ヒis)テ..一夕整 ヲ亘:こ段 lf系i.:.ま員 は 多.}.亡を きわ め
てい る.医 学 部 門 て.(.r.,10k/タン クの 水 中 細 菌 検 査 や
隊 員 の 自然 睡ll民1磁波 の記 録,あ るい は 〔髪 を月1川 サ ン.
.ア/)ン'「.し.::司;㍗と越 冬叶「:こ.ナ.;;rるft't仁1:琴ンっ∫昏).'1'え・ら.こ
髪 に 含 まれ てい る 水銀lll:の測 定 な.ビにkV,生 几 に密 接
な|周係 あ る1調査 ヵ{行わ れ て い る 、地 球 化学 部門 ・では.モニ
ク;1:・ヅ(環 境 監k1!)二り一環 と し.'[おこな わ れ.る地 球 っ
1なソヒ弩ゴこ..1.をltLll'rt.t.るt二}.㌧.:.つ1箋ZSを.;;.:1ii箪1.ノて{規1甥1:,':.諾え 一こ
い る.
また 、 定常 観 測 に.}.sいて は パ 象、 電;籠1曽の1手部11Elとt,
'.11調
に 詐:旦ll!ll三:続け ら.}ビ.:おり、.1.・./"ラ観 測 な ど超::.誓曽
1戸a;閂も南 概 の 冬 に 備 えf1ノくカ い プyの 点;..;!整舖に お わ れ
て い る.
3.りト'fiJに隊llUtliの精 密 身体{.1ゴ㌻が第4次 隊 が建.:
た 川 内陸 諫 と:乎ば 」じ:い る居 庄襖 に 移 転1した 新 ら しい 医
務 室 で 行 われ,健 康 状 感 は 概 ね 良ttf'と診 断 され 、 越 冬 生
活 に 慣 れ て きた.各隊Uの 意 気込 み[.r..大変 な も ので あ る.
}3i.ら[.い医 務 糸∵:て..さ.た二 とは.隊 員の1.tl:.「1:<か.'フ近
くt、な り メ・こ変!卜.1!9-[la二な っ た と1.tt..:ばれ r.:いる.
昭 和1,り也の 農 協で は 、 もや しを21kgも出 荷 し.:「、'{.叩担 当
隊 員 の心 づ く しのr!E[tに色 ど りをそ え.:い1:、、
一 第15次 越 冬 隊 帰 国 一一
昭 和481ドll月25日トiif海!:t頭を 出 発[.、 昭 和}、L地で 越 冬
観 測 に 活 躍 した 第15次 越 冬i猿のi寸越 中 隊 長 ら30・i＼が,3
Jj1911〆1'・fjl6111f18つ}東);[1司「葛{空}巷↓こ」111∫音,　ll[iノ亡'`〔L・・..♪
ば い 彗 や け の の こ る 灯ピ.・ほ こ ろ ば.せな が ら,1汁4かfj
ぷ り に1牧.i/「の 上を 呈済ん だ.空 港 に:.立家 ゲ∈や 隈i係 者 が,jく勢
で 迎 え,い つ も な が ら の な ごや か な 歓 迎 風 景 が く り ひ ろ
Lt..ト)t、、.i.二.
第15次.:3ミ:.t,.多シ(.')限「!やみ.i'11.tf:見測 拠 点 を 中 、じ・と..計
る 雪 氷 調}†llに大 き な1∫川 膵1あ げ た,こ れ ら の 貴IFな 資 料.
1よ,4月20日 に 観;川船 「 幽1>・」 て.lllF　t.)帰Lbれる.
ま た,:・!i16:.クこ「:家;.二!・r]「」:1_;{"i穂{観i～ll:ク)〕i.子キこ「}～」[越1'でi..ミ:言・i・.才.
べ く.昭 『日基 地 を::㍗fめ.1'9・'iト丙 の 南 極 観;1艮ll事業'亭を 視 察
しrこし・オニ'ilfli[t.「「犬 ・{ミ淵;委彗tも,写 」151ft越冬 「塚 目iL-.)と.-1者




















一 第17次 観 測 隊 隊 長 ・副 隊 長 決 ま る 一
ポ 極 地 域 観 測 統;t推 進1:部 は 、3i120Ll(i＼)の}.こ.麗;
三 会 に お い.:.ノ パ 日1り 出 発 す る1:i"7次観1瓢隊 の;;1長・
IFi珂1:ま1.ミを1欠の と お1)Vl-.・ピ、11/1[lfき/ミさ れ た.
隊 王.ミ兼 ・越'≦隊 王.ξ1「}二野`拉 夫 電tく〔1[「]信.大学 教 授
|昭F日't7|こ5月111'{,.(45多')(㌔t.;li〕ノく"'1㌃)
頷 「iJ:.こ電 波 物 理.L塾で 、 第3次 越Fミt;'いIC2:[二「!i...)南戦
け ぎ て.ある.
副 隊 長(1乏 隊 長)'ド 沢 威 男 川 ∴・:1亟地 研 究 所 」[IJ教授
[;:'t杓19:i二8月31|「「財(40才')(.,4(ノく卒)
舶111:.t,超.1「ξFl・浄 ゴ理.}ヒて..第8次.1≡1('t-、第11次..)/.
第14次 越'{'と/ア度 で4[[.川「の べ't...ンン で あ る,
2



















































































の2地 点で,海 氷上から海底下(少 な くとも)数10メー
トルの深 さまでの掘削を予定 していた.し か し,この海
氷流出の結果,掘 削予定地点の海氷は弱 く,重い掘削機













ー谷のチャド湖東隣 りの無名湖(こ れは現在非公式に レ
オン湖 と呼ばれている)の ほとりで掘削を開始(DVDP
#12),165mで基盤に達 し,185mまで掘 った.
1月9日か らライ ト谷の ドンファン池西端での掘削を
開始(DVDP#13),16mで基盤に達 し,75mまで掘 っ








研究所)を 責任者とし,倉沢一(地 質調査所),西 山孝














り実施 した.神沼はマクマー ド基地附近で正味3週 間の
地震の3点観測,掘削点の レオン湖及びパンダ基地でそ
れぞれ10L]及び20日の1点 観測を実施 した.
アメリカ側の理解 もあって,今 シーズンは咋 シーズン
とは比較にならない程,数 多くの野外調査ができた.こ








の掘削を行 うことが確認され,日 本も今迄通 り参加 して
欲 しいとの要望が出された,











一 マ ク マ ー ド基 地(ア メ リ カ)一
「南 極 で最 大 規 模 の基 地 」 「原 子 力 発 電所 の あ る基 地 」
「女 性 が沢 山 い る基 地 」な ど,マ クマ ー ド基 地 の 特 徴 は い
ろい ろ な言 葉 で 表 現 され て い るが,そ の 共 通 点 は す べ て
基 地 の ス ケ ー ル の大 き さに あ る.
日本 か らマ ク マ ー ドに 行 くに は オ ー ス トラ リヤ の シ ド
ニ ー を経 由 しニ ュー ジー ラ ン ドの ク ラ イ ス トチ ャ ーチ ま
で 民 間 機 で飛 ぶ.ク ライ ス トチ ャー チで ア メ リカ科 学 財
団(NSF)の 大 型 輸 送 機 に 乗 る と ジ ェ ッ ト機 な らば5時
間 半,ブPペ ラ機 で も8～10時 間 で マ クマ ー ドに 到 着 す
る.東 京 を出 発 後37時間 位 で 南 極 の 氷 の 上 に 立 て る,数
あ る南 極 の基 地 の中 で,日 本 か らの 「時 間 距 離 」 が 最 も
短 い 基 地 が マ ク マ ー ドで あ る.
地 理 的 には ロ ス島 の 南 西 端 のハ ッ ト岬 に位 置 して お り
東 京 か ら約13000kmの距 離 で あ る.ロ ス島 は ロ ス海 の 西
側 中 央 に あ る火1.ll島で,エ レバ ス山(3794m),テラ一 山
(3262m)などの火 山が あ る.富 士 山 と同 じ規 模 の エ レバ
ス 山は 現 在 で も活 発 に 活 動 を続 け,山 頂 か ら噴 煙 をあ げ
な が ら静 か に た た ずむ 純 白 の麗 姿 は 基 地 を 訪 れ る人 々を
ユ ー ス
楽 しま せ て くれ る.マ ク マ ー ド基 地 そ の も の がか つ て の
噴 火 口 の上 に 作 られ てい る.基 地 周 辺 を散 歩 す る とい く
つ か の古 い 噴 火 口 が見 られ,約100万 イi三前 に 活 動 した こ
れ ら の火 口は 日本 の火 山 で は 考 え られ ない 程,そ の形 が
保 存 され て い る.こ れ は 長 年 に わ た り雪 と氷 に 覆 わ れ 浸
食 され な い た め で あ る.
マ ク マー ドの 歴 史 は 古 い.1902年ス コ ッ ト隊 が ハ ッ ト
岬 に 小 室 を建 て 越 冬 を した の が 最 初 で あ る.こ の小 屋 は
70年の 風 雪 に 耐 え現 存 し,南 極 の 史 跡 の一 つ に指 定 され
て い る,1955年に ア メ リカの第 一 次 冷 凍作 戦 の時 パTド
少 将 の指 揮 の も とに 現 在 の 基 地 の 建 設 が始 まっ た,現 在
基 地 の建 物 の 数 は100を 越 し,原 子 力 発電 所(1973年1
月 か ら運 転 は 中 止 して い る)が あ り,使 用 す るす べ て の
水 は 海 水 淡 水 化 装置 で 作 られ る とい う スケ ー ル の大 き な
基 地 に 発 展 した.し か しな が ら原 子 力発 電 施 設 は数 年 後
に は 撤 去 の予 定 で あ る とい う,
マ ク マ ー ド基 地 は科 学 観 測 の 基 地 で あ る と同時 に,ア
ム ン ゼ ンー ス コ ッ ト,バー ド,サイ プル な ど南 極大 陸 の 内
陸 に あ る ア メ リカ の基 地 へ の 補 給 基 地 とも な って い る.
夏 の間 だけ 研 究 に 来 る人,補 給 作 業 を行 う人 な どで,夏
の最 盛 期 の人 口は800人 を越 す とい う,し た が って 基 地
内 に は 教 会 が あ り,売 店,理 髪 店,バ ーは 数 軒,毎 晩映
画 を 上映 してい る所 が6ヵ 所 あ るな ど,人 間 と して の生
活 が 十 分に 楽 しめ る施 設 が 完 備 され て い る.
短 い 期 間 の訪 問 者 の ため に ホ テル が 用 意 され,2階 建
の建 物 の中 に は24名の 大 部 屋 と一 室2名 の 小 部 屋,広 い
ラ ウ ン ジ,各 階 に シ ャワ ー と トイ レ,一 階 に は サ ウナ 風
呂 ま で つい てい る.
基 地 の中 央 に は 大 きな 食 堂 が あ り,基 地 の 住 人 は 全 員
こ こ で食 事 を す る が,す べ ては セル フ サー ビスで スー フ
か らデ ザ ー トま で好 き な だげ とれ,ソ フ トク リーム が い
つ で も食 べ られ る.若 い 女 性 を含 む 数 人 の コ ックや ウ ェ
ー タ ー,ウ ェ ー トレスが ス テ ー キ を焼 い た り ケ ーキ を 切
っ て くれた り気 を配 って くれ る.味 は と もか く楽 しい雰
囲 気 で食 事 を楽 しむ こ とが で きる,















































































































区 分 所 長 次 長 教 授一.一助教授 』'手 墨 務:壁越 官





11 3(4) 29 82(8)
(注)()内 は客員部門で外数である
－DVDPコ ァの研究につ いて－
DVDPで 得 られ た す べ て の コ アは,縦 方 向 に4等 分 し
日本,ニ ュー ジ ー ラ ン ド及 び ア メ リカ で 四 分 の一 つ つ を
保 管 し,そ れ ぞ れ の国 で 研 究 に 使 用 し,残 り四分 の 一 は
ア メ リカで 永 久 保 存 す る こ とに な って い ます.
5
当 研 究所 で は,国 内 で これ らの コア を使 っ て研 究 す る
希 望 者 を募 集 して お りま す の で,希 望 が あ りま した ら5
月20日まで に 神 沼 克 伊 助 教 授(03-962-4713)あて ご連










一 研究系教 官等の一部移転 について一
当研究所の本館新嘗工事に伴ない,研 究系教官等の一




期 間 昭和50年4月15日から51年12月(予定)ま で
教官名 村山雅美次長,楠 宏教授,川 ロ貞男助教授








































開催日1会 議の名称 主 な 議 題
4・10
15




























































































ニ ュ ー ス
第15次 ・第16次隊 月例 報告
.〈50年1月 ・2月 〉
一般概況
1月4日第1便 が飛来 し,一年間越冬 した15次隊員の
もとに日本からの便りや新鮮な食料等が届いた.17日に
15次やまと山脈調査隊,16次みずほ隊を見返 り台より収
容 した.引 き継 ぎ業務,持 ち帰 り物品の輸送等は,天 候
に恵まれ順調に終了 し,16次隊は2月1日 より完全に基
地の業務を引き継ぎ15次隊は,「 ふ じ」へ引きあげを開





象概況は,日 照時間461時間7分 は1月 としては最高値






月 最 高 気 温.7,6℃
月 最 低 気 温 一7.7℃



































|普通 軽 油1・5・ ・8・ ・7・1671・L・Sl274… 、









部が船内の高温に災いされて腐敗 したが,早 くも,も や
しの生産も始まり.16次越冬隊は着実に歩みは じめた.




















方 ピアリ,ク ックと共に北極探検に同行 した者は ピアリ
を私有欲と自尊心が強い利己的な偏執狂的人物ときめつ




の発表をまって極点の描写を表明 した り,ク ックのデー
タを盗用あるいはは彼の観測機械を破壊 して妨害 した疑


















海か ら極地の海にまで広 く分布 している.オ キアミは海
洋の表ノ曽に一見 して海水が赤味がかっているように見え




ぞれの分布域 をもっていることが知 られている.ク ジラ
アザラシ,ペ ンギンやその他の海烏の餌にな っ てい る
が,特 にユウファウジャ・スーペルバとよばれる種類は





スーペルパという種は満2年 で成熟 し,交尾産卵 した
のち死亡する.従って実際に南極海で採集 してみると1






漁法 として深度15～40mを中心 と した中層 トロールを用
いて良い成績が収められている.一方広 く市民に親 しま
れる加工食品としての開発研究も進められている.
将来オキアミ漁法の確立と並行 して,オ キア ミの食品
としての大量消費の見通 しがつけば,オ キアミ漁業が具
体化するであろう.その場合,南 極海の生態系を十分把
握 した上で,生 物資源管理を行い,大事に南極海の生物
資源を守りながら利用 したいものである.
㌔
8一
